
令和８年度 学校経営計画
にしみたか学園三鷹市立第二小学校長 五味川　直季

重　点　目　標 方　　策

・６月末までにSCによる全員面接を実施して「いじめ防止」の早期発見、解決を図る。

・QUを活用し、クラスの現状を把握し、よりよい学級づくりのための対策を検討する。

・年間３回のふれあいアンケートの実施後、いじめ防止対策委員会を開き、結果分析・対応策検討を行う。ま
た、対応後もアフターケアを行い、継続して見守っていく。

・学園研で主体的な学びに取り組み、全教科で子ども主体の授業への転換を図っていく。

・アクションプランを活用し、自己の「目標設定」および「振り返り」をすることで、「失敗を恐れず、積極的にチャレ
ンジしていく子ども」の育成を目指す。

・地域の教育力をいかした教科横断的なカリキュラムを開発し、社会に開かれた教育課程を推進する。

・PTA、おやじレンジャー、桜子ども広場、青少対、交通対、各自治会、子ども会、西部住協等、地域団体との連
携を深め、アクションプランの実現に向け、子どもたちをサポートしていく。

ICT活用能力の育成
・ICT部を中心に、ミニ研修や学び合いを行い教員のICT活用能力を高める。学園研究でもICTの活用について学び合う。
・ICT部を中心に、「児童が自ら考え、実行する」デジタルシティズンシップ教育を推進する。

状況に対応した学校経営 ・日々の状況を的確に把握し、内容の見直し改善を図りながら、より良い方向性を模索していく。

人同士のかかわり ・児童・保護者・地域・教職員それぞれのかかわりを深めることで学校力を高めていく。

キャリア教育の推進
・問題発見・解決に向けて、自己の「目標設定」および「振り返り」の活動に重点を置きにしみたか学園の目指す
子ども像の具現化を目指す。

・短縮授業の設定、会議の短縮化など、改革につながる取組を行う。マイプレミアムデー（週自分で決める週１の
定時退勤日）の定着を目指す。

・ノウハウの共有、助け合う風土づくりやチーム力の強化を行い、働きやすく働き甲斐のある職場環境を構築す
る。

・関係団体・企業との連携を深め、学校３部制を推進していく（第１部の充実・第2部の発展・第３部の準備）。
・「にしみたかアフタースクール」構想に基づき、桜子ども広場・社会福祉協議会・地域未来塾と連携し、「多様な
放課後の居場所づくり」（第２部）を推進していく。

・配慮を要する子ども（不登校・教育支援等）について、校内委員会（基本毎月１回設定。その他必要に応じて
開催）で検討し、本人にとって最適な環境整備を行う。（校内での情報共有、外部機関との連携）

・「チーム二小」を意識し、子どもにかかわる教職員全てで心のケアに取り組んでいく。また、保護者や地域とも連
携し、子どもを様々な方向から見守っていく中で、思いやりのある学校を醸成していく。

生活指導

学校運営

特別活動
その他

楽しい授業
（確かな学力の育成）

楽しい体力づくり
（健やかな体の育成）

スクール・コミュニティの創造

小中一貫教育の推進

地域とともに子どもを育て
る教育の推進

働き方改革の推進

自他の大切さを認め合う
態度の育成

いじめの早期発見、
早期解決

〔にしみたか学園の教育目標〕
『地域に根ざし、自らの生き方を主体的に切り拓き、創造性あふれ、国際性豊かな児童・生徒の育成を目指す』

　○　学び続ける人　○共に生きる人　○たくましく伸びゆく人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔令和８年度　にしみたか学園で重点的に育む資質・能力〕
　　　　　　　　◎「自ら考え、行動し、自ら未来を切り拓いていく力」　○「失敗を恐れず、積極的にチャレンジしていく力」
　　　　　　　　○「常に学び続ける力」　　　　　　　　　　　　　　　　　 　○「共に生きる力を育んでいく力」

「楽しい学校」　　「自律を伴う自立」

学習指導

【授業改善】
自ら考え行動し、自ら未来を切り開いていく子どもたちを育成するための「楽しい授業づくり」を行う。
【・個別最適な学びの実現（個に応じた学びの保証）　・協働的な学びの深化　・主体的な学習への転換】
・教師自身が課題を設定して授業観察を行う（学び合い高め合う機会づくり）。評価を指導改善に生かす。
・学力テストの結果・授業の評価を基に学力を把握し、改善案をたてて２学期以降の指導に生かす。
・子ども主体の授業への転換を図り、主体的な学びの取組を増やしていく。および基礎・基本の定着を図る。
・日々の学習に「身近な文具」としてタブレットを利活用していく。「個別最適な学び」「協働的な学び」の深化。

・一校一取組、なわとび、持久走の取組を活用し、体力向上を図るとともに、日常的な運動習慣につなげる。
　（オリパラ教育「学校2020」レガシー）
・体力向上部を中心に体力向上につながる学び合いを行う。スポーツテストの結果を基に、各学年の身体能力
傾向を分析し、体育の授業や実践改善に生かす。
・栄養士、委員会等と連動した食育の取組を推進し、、食の大切さと健康に対する関心や意識を高める。

【第二小学校の教育目標】

◎考える子 ・社会の変化に対応し、自ら学び、基礎基本を身に付け、知識・技能等を主体的に活用する力の育成

〇思いやりのある子 ・多様な人々との関わりや協働を通じて、新たな価値、社会を創造する力の育成

〇健康な子 ・困難な場面に直面しても、粘り強くかつ柔軟な発想で人生を切り開いていく心身の力の育成

【楽しい学校】

「楽しい学校の2つの要素・・・・・・よい居場所と、よい授業」
・「学級・学年・学校が、安全で安心な居場所になっていること」施設、食の安全。思いやりや優しさがベースの学級づくり

・「楽しい授業づくり」教科や学びの魅力を引き出した授業、主体的に学びを進められるような授業づくり


